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「市民協働フォーラム」で出されたご意見

・開催日：平成 27年 2 月 12日(木)午後 6時 30 分から 8時 10分

・場 所：上田駅前ビルパレオ 2階会議室

・ファシリテーター：内山二郎氏(元県民協働を進める信州円卓会議協働推進委員会会長)

・参加者：市民・市民活動団体 29 人(事前申込 20人、当日参加 9人)

検討委員会委員 9人、市職員 14 人(スタッフ含む) 計 52 人

・内 容：(仮称)上田市協働の街づくり指針[素案]の紹介

協働を考えるワークショップ

テーマ「協働でまちづくりを進めるために必要なこと」

「協働でこんな活動をやってみたい」

① 協働でまちづくりを進めるために必要なこと（具体的に）

[情報]

・ 情報や思いを共有する場所づくり（会話をたくさんする事が大切）

・ いろんな人と情報と出会う場、窓口がほしいです。

・ 市民・事業者・行政の連携

・ 情報の共有（お互いを知ること、認識の共有）

◎ 知る（地域・人）→ポテンシャル分析（強み・弱み）

・ 行政と市民とのコミュニケーションと情報共有が必要

・ まちの人の顔が見える場の構築

[人材・リーダー育成]

・ リーダーの育成

・ 若い人がボランティアに入ってもらいたい。(人材確保)

・ 人

・ 協力してくれる者を多く集める。

・ それぞれの集会を持って話し合う。

・ 組織作り どの程度まで取り込めるか。

・ どのようなまちづくりを目指すのか。

[理解]

・ たくさんの人と理解を深める。

・ 計画段階からの知恵の出し合い。

・ お互いの立場をできるだけ理解し、手を出し合う。
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◎ 補い合うということ。

・ 相手の立場を思いやる。

・ 責任の所在を明確にする。

[共通・目的]

・ 課題に気づき行動する。

・ 共通の目的。個々の利害をこえて

・ 参加すること。興味を持つこと。おどろくこと。

・ 今のままでよいか考えてみること。

・ 地域課題の数値を含めたきちんとした共有。

◎ 地域にある資源(人・物)を掘り起こす。

・ 行政の支援。法律の運用をゆるく

・ 何かやる上で、どうしたら多くの人を集められるか

・ 弱者の声をみんなが共有できるようなシステムづくり

[ネットワーク・組織づくり]

・ 活動団体・人材のネットワークと情報

・ 地域での協力者をまとめていく組織づくり

[市職員]

・ 「学び」と「自治力」住民に必要なこと。それを支える市職員の力

・ 市職員は市民活動団体等に積極的に入り活動すること。

[資金]

・ 資金(活動するための)がない。書類（助成金）の書き方が難しいので、一緒にやってほ

しい。

[地域課題]

・ 高齢化でお年寄りが安心して暮らせるまちづくり

・ 犬・猫の殺処分をゼロにする為に、保健所の体制を改善

・ NHK の真田丸の放映に伴うおもてなし集客。城跡公園近くに、仲店的な小さな店の集合、

テナントが必要。通過しますでは、市の発展につながらない。

・ 市民多くの方とあいさつから

・ 何をどうすればいいのか

・ 郷土の歴史

・ 塩田のため池を残したい。若者を関わらせたい。
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② 協働でこんな活動をやってみたい(具体的に)

[環境]

・ EM 菌で作物を作り地球をキレイにする。(ごみ集め)

・ 住環境の保全活動

・ 居住地の美化、里山整備に関すること。

・ 環境を良くするには、道端の草抜き、里山へ入れるように

[観光]

・ 真田丸

・ 塩尻の岩鼻と半過の岩鼻を結ぶウォーキングコースを作る。

・ 里山を自由にハイクできるようにしたい。

・ 上田城跡北やぐら横の土地の有効利用

・ 観光整備

・ 地域の特徴を知るための歴史講座(継続的な)を行う

・ サービス業として、菅平高原にゴンドラをみんなで架けたい。

・ 地元に残る水車小屋を活用したい。

[青少年・高齢者]

・ 青少年のための劇作り。上田の民話劇を公演したい。

・ 異世代が集まるサロンづくり。高齢者の居場所づくり。

・ 子育てサポート事業。ホームヘルプなど身近でできるサポートを今やっています。今も

連携しているので協働してほしい。

・ 弱者体験(子どもと一緒に)

・ 高齢者子どもたちを支援することをやってみたい。

・ 若い人たちと地域のあり方について話してみたい。

・ 元気で長生きする憩いの場(サロン)

・ 交通弱者対策

・ 子どもの自然体験の場

・ 青少年育成、学校支援

・ 「2025 年問題」に向けて、上田市の保健、医療、福祉(介護)の現状を学ぶセミナー安心

のまちづくりセミナーの開催

・ 介護予防サロン事業。団体のネットワークづくりと人材の資質の向上

・ 子育て中のお母さん方から、シニアの方、ヤングの方みんなが定期的に集まるサロン。

・ お年寄りの皆さんが一人ぼっちにならない共同で暮らせるところがあったらいいと思

います。
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[話し合い]

・ 話し合い、共感の持てる地域づくり

・ 災害や高齢化問題の困難さや問題課題のマイナス課題から、希望を持ち連帯して問題解

決に向かう力の結集、善性の結集する地域づくり。

・ 行政の若手職員と夢を語り合いたい。

・ 協働のコーディネーターをやってみたい。具体的な活動を支援。

[集い]

・ 空き家を活用した定住促進。

・ 地域に集う場、憩いの場を作りたい。

・ 移住 新しい人の考えの受け入れ。

・ 地域のコミュニティであるお寺で集う(泊る、イベント、料理、遊び)。

[動物愛護]

・ 捨て犬、猫の収容施設を作る。

・ アニマルポリスを立ち上げ、不幸な飼われ方をしている犬、猫の監視体制を作りたい。

[その他]

・ 新しい雇用(会社)の創造

・ わがまち魅力アップ応援事業をやってみたが、初期でしたので２年でした。その後何と

かやっているが、資金をどうしたら良いか。

・ 演劇に関わる人を増やしたい。

・ 第 3回風穴小屋サミットを招致したい。所属先の上野が丘公民館と協働して上田市全体

を巻き込みたい。

・ 地域にある公共機関(施設)との連携


